
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

令和５年度 商業科 

 

教科 商 業 科目 
財務会計Ⅱ 単位

数 
４単位 年次 ３年次 

使用教科書 ７実教 ３２９「財務会計Ⅱ」 （実教出版） 

副教材等 補助プリントあり 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

２年次に学習した「財務会計Ⅰ」の内容を確実なものとし、発展した内容を学習し、実社会で

役立つ知識を身につけましょう。また、日商簿記２級にも対応した授業を行います。検定合格を

目指しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

財務会計に関する知識と技術を習得し，会計責任を果たすことの重要性について理解する。ま

た、会計情報を活用する能力と態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

財務会計および監査

について関心を持

ち，その理論と技術

の習得を目指して意

欲的に取り組むとと

もに，会計情報を提

供し，活用しようと

する態度を身につけ

ている。 

新しい会計基準や財

務会計の基本概念に

ついて，なぜ，そのよ

うに考えて処理を行

うのかなど自ら思考

を深め，高度な知識

と技術を活用して適

切に判断する能力を

身につけている。 

新しい会計基準に関

する会計処理の技術

を身につけ，ビジネ

スの諸活動を計数的

に把握し，的確に提

供・活用することが

できる。 

新しい会計基準や

その処理に関する

知識を身につけ，財

務会計の基本概念

や監査について理

解している。 

評
価
方
法 

･学習活動への参加

の仕方や態度 

･配布物の整理状況 

･提出物の提出状況

とその内容 

・発問時の応答内容 

・定期考査の得点 

・課題提出物の内容 

・定期考査の得点 

・小テストの得点 

・課題提出物の内容 

・定期考査の得点 

・小テストの得点 

・課題提出物の内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 第
１
編 

財
務
会
計
の
基
本
概
念
と
会
計
基
準 

第１章 財務会計の基本概念 

 

第２章 資産負債アプローチ

と収益費用アプローチ 

 

第３章 会計基準の国際的統

合 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

a: 

 ・財務諸表の構成要素など財

務会計の基本概念の学習に興味

を示し，自ら進んで学習しよう

とする態度が見られる。 

・資産負債アプローチと収益費

用アプローチの特徴を理解しよ

うと努力している。 

・包括利益と純利益の意味につ

いて関心を持ち，意欲的に取り

組んでいる。 

・会計基準の国際的統合の現状

に関心を持っている。 

b:  

・財務諸表の構成要素の定義が

なぜ必要であるのか，その理由

を考えている。 

・資産負債アプローチと収益費

用アプローチの考え方の違いを

整理し，それを的確に表現でき

る。 

・会計基準の国際的統合の流れ

が，なぜ起きたかを考え、それら

を分かりやすくまとめて表現で

きる。 

c:  

・近年の会計基準の国際的統合

の状況を分かりやすくまとめる

ことができる。 

d:  

・財務会計の基本概念を理解し

ている。 

・資産負債アプローチと収益費

用アプローチの概要や関係を理

解している。 

・会計基準の国際的統合の流れ

を理解している。 

･学習活動へ

の参加の仕

方や態度 

･配布物の整

理状況 

･提出物の提

出状況とそ

の内容 

・ 発問時の

応答内容 

・ 定期考査

の得点 

・小テストの

得点 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

１ 第
２
編 

財
務
会
計
の
実
際 

第４章 資産会計 

 

第５章 負債会計 

 

第６章 純資産会計 

 

第７章 リース会計 

 

第８章 税効果会計 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:  

・資産、負債および純資産の意味

と評価の理解に関心を持ち，学

習を積極的に進めようとしてい

る。 

・リース取引に関心を持ち，会計

処理の学習を進んで行ってい

る。 

・税効果会計の仕組みの理解に

関心を持ち，その学習を積極的

に進めている。 

b: 

・資産、負債および純資産の評価

について，適切な判断ができる。 

・リース取引の特徴を考え，その

取引に合わせて適切な処理方法

を判断できる。 

・なぜ，税効果会計を行うのか，

その理由を考えて処理方法を判

断できる。 

c: 

・現在価値の計算や利息法によ

る償却原価の計算，記帳法など

に習熟している。 

・社債や退職給付引当金に関す

る計算および記帳法に習熟して

いる。 

・新株予約権の記帳法や分配可

能額の計算方法などを習得し

た。 

・リース取引の会計処理方法に

習熟している。 

・法人税等調整額の計算と仕訳，

損益計算書における表示方法を

習得した。 

d: 

・資産負債純資産の意味や評価

方法について理解している。 

・リース取引の特徴を理解し，そ

の取引に合った会計処理方法を

理解できている。 

・税効果会計の目的を理解し，そ

の記帳法や損益計算書の表示方

法を理解している。 

･学習活動へ

の参加の仕

方や態度 

･配布物の整

理状況 

･提出物の提

出状況とそ

の内容 

・ 発問時の

応答内容 

・ 定期考査

の得点 

・小テストの

得点 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 第
３
編 

企
業
活
動
の
展
開
と
財
務
会
計 

第 9 章 外貨換算会計 

 

第 10 章 キャッシュ・フロー計

算書 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

a:  

・外貨換算会計の内容に高い関

心を持ち，その記帳法の学習を

積極的に進めようとしている。 

・キャッシュ・フロー計算書に関

心をもち，その作成法の学習を

積極的に進めようとしている。 

b:  

・外貨換算会計についての基礎

理論を考え，外貨建取引の会計

処理について適切な判断ができ

る。 

・キャッシュ・フロー計算書につ

いての基礎理論を考え，その作

成に当たり，表示区分や表示方

法などに関して適切な判断がで

きる。 

c: 

・外貨建取引の記帳法に習熟し

ている。 

・キャッシュ・フロー計算書の作

成法を習得した。 

d: 

・外貨建取引の意味を理解し、基

本的な会計処理および外貨建項

目の決算時の会計処理を理解し

ている。 

・キャッシュ・フロー計算書の意

義と必要性および作成法を理解

している。 

･学習活動へ

の参加の仕

方や態度 

･配布物の整

理状況 

･提出物の提

出状況とそ

の内容 

・ 発問時の

応答内容 

・ 定期考査

の得点 

・小テストの

得点 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 第
４
編 

企
業
結
合
の
会
計 

第
５
編 

財
務
諸
表
の
活
用 

第 11 章 企業結合会計 

 

第 12 章 連結財務諸表の作

成（その 1） 

 

第 13 章 連結財務諸表の作

成（その 2） 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

a: 

・企業結合会計の意味および合

併会計の理解に関心を高め，そ

の学習を積極的に進めようとし

ている。 

・子会社株式の処理について，関

心を高め，その理解を積極的に

進めようとしている。 

・持分法の意義や会計処理の理

解に関心を高め，その学習を積

極的に進めようとしている。 

b: 

・企業結合会計についての基礎

理論を考え，合併の会計処理に

ついて適切な判断ができる。 

・持分法の意味を考え，その会計

処理に当たり，適切な判断がで

きる。 

c: 

・吸収合併における会計処理を

習得した。 

・持分法における会計処理を習

得した。 

d: 

・企業結合会計における会計処

理を理解した。 

・持分法における会計処理を理

解した。 

･学習活動へ

の参加の仕

方や態度 

･配布物の整

理状況 

･提出物の提

出状況とそ

の内容 

・ 発問時の

応答内容 

・ 定期考査

の得点 

・小テストの

得点 



 

※令和３年度以前入学生用 

３ 第
５
編 

財
務
諸
表
の
活
用 

第 14 章 財務諸表の活用 〇 〇 〇 〇 a:  

・企業グループの現状、株価に関

する判断材料および企業評価尺

度としての企業価値に関心を持

ち、学習を積極的に進めようと

している。 

b:  

・有価証券報告書や株価などか

ら企業グループの現状を考え，

適切な判断ができる。 

c:  

・有価証券報告書や株価などか

ら企業グループの現状を把握す

るための計算や技術を身につけ

ている。 

d: 

・有価証券報告書や株価などか

ら企業グループの現状を把握す

るための計算方法や理論を理解

している。: 

･学習活動へ

の参加の仕

方や態度 

･配布物の整

理状況 

･提出物の提

出状況とそ

の内容 

・ 発問時の

応答内容 

・ 定期考査

の得点 

・小テストの

得点 



 

※令和３年度以前入学生用 

３ 第
６
編 

監
査
と
職
業
会
計
人 

第 15 章 監査と職業会計人 〇   〇 a:  

・会社法および金融商品取引法

に基づく監査について関心を持

ち，積極的に学習を進めようと

している。 

・職業会計人の社会的役割と倫

理について関心をもち，自ら進

んで学習する意欲が見られる。 

b:  

・財務諸表監査の目的について

考え，理由を適切に表現できる。 

・監査のプロセスと監査手続に

おいて，それぞれの重要ポイン

トを押さえている。 

・職業会計人の社会的役割と倫

理について適切に表現できる。 

c:  

・監査の流れに習熟している。 

・財務諸表監査の目的とリスク・

アプローチについて，それぞれ

の重要ポイントを習得してい

る。 

d:  

監査についての知識を身につ

け，それぞれの特徴を理解して

いる。 

・財務諸表監査の目的とリスク・

アプローチの必要性について理

解できている。 

・監査のプロセスと監査手続き

の概要を理解している。 

・職業会計人の社会的役割と倫

理について理解できている。 

 

･学習活動へ

の参加の仕

方や態度 

･配布物の整

理状況 

･提出物の提

出状況とそ

の内容 

・ 発問時の

応答内容 

・ 定期考査

の得点 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


